
たしかめよう 

 

 理科ワーク２３ｐをやりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科ワーク２３～25ｐ 

 

空気が入れかわらないと 

火は燃え続けることができ

ません。 

酸素 

空気中の２１％をしめる 

物を燃やすはたらきがある 

二酸化炭素 

空気中の 0.04％をしめる 

物が燃えると、 

酸素は二酸化炭素に変わる。 

物を燃やすはたらきはない 

ちっ素 

空気中の 78％をしめる 

物を燃やすはたらきはない。 

 

 

石灰水 

二酸化炭素と反応して 

白くにごる 



理科ワーク２４ｐをやりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ななめに色が変わっているときは 

その中間の目盛りをよもう。 

色の濃さが変わっているときは、

中間の濃さの目盛りをよもう。 

答えは 2 つあります 

二酸化炭素を調べる方法 

石灰水 

気体検知管 

酸素を調べる方法 

酸素センサー 

気体検知管 

ちっ素を調べる方法 

6 年生の学習ではありません。 

ではどうしたらいいかな？ 



理科ワーク２５ｐをやりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験３（教科書 22p）を 

思い出しましょう。 

燃えた後の集気びんには 

石灰水    …… 二酸化炭素があった 

酸素センサー …… 酸素も残っていた 

気体検知管  …… 酸素も二酸化炭素もあった 

これまでの学習を振り返ってかきましょう 

物が燃えるとき、酸素が必要だった。 

酸素は、物が燃えると二酸化炭素に変わってしまう。 

でも、物が燃え続けるには、酸素がいつも火の周りになくてはならない。 

なら、どうしたらいいのかな？ 



解答です。 

 

 

 

 



 

 

これで「たしかめよう」の学習は終わりです。次は「学びをつなごう」です。 

   ※画像については今年度に限り、東京書籍の許可を得ています。 


